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＜報告事項＞ 
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■議事録 

○山口委員長 それでは、定刻になりましたので、第16期図書館協議会第18回

定例会を開催いたします。 

 まず、議事録の確認ですが、次回、第19回で今日の議事録とあわせて確認と

いうことでよろしいですね。 

○事務局 はい。 

○山口委員長 では、その点、よろしくお願いいたします。 

 あと、本日の出欠ですが、坂西委員が公務でお休みということでございま

す。 

 では、次第に沿って進めてまいります。 

 最初に、館長報告を館長からお願いします。 

○近藤館長 それでは、館長報告をいたします。レジュメをご覧ください。 

 １点目が、今年度第２回目の市議会定例会のご報告になります。 

 １つが一般質問ということで、６月12日に渡場議員から、堺市民センター改

修工事についてということでご質問がありました。メインは、堺市民センター

の工事に伴って会議室等が使えなくなる訳ですけれども、その間、市民のいろ

いろな活動をセンターとしてどうフォローしていくかというのが質問の趣旨で

したけれども、その中で再質問という形で、図書館も同じ９月から３月までお

休みになる訳だけれども、その間、図書館サービスは継続できるかというよう

な趣旨のご質問がありました。それについては、施設、図書館は一切使えなく

なりますので、まず、移動図書館をさるびあ図書館を基地として何とか運行す

るということをお答えしています。 

 あと、運行の中で、どうしても堺図書館とさるびあ図書館は距離が離れてい

ますので、今までどおり全部を回るということはなかなか難しいということ

で、午前中１カ所、午後１カ所という形で巡回場所は減るのですけれども、そ

のような形で考えていますというのが１つ。 

 あと、これは工事の進捗状況の中でということになりますけれども、何とか

市民センターの前のロビーに少し場所を確保してもらいたいということで、営

繕課、工事の担当とのお話の中では来年の１月の半ばぐらいになるのではない

かと思うのですけれども、それからは予約資料の受け渡しを堺市民センターで
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やっていきたいということをお答えしております。 

 それから、文教社会常任委員会が６月15日にございました。こちらは第41号

議案ということで、図書館では補正予算を出しております。内容は、やはり堺

市民センターの工事に絡む関係で、当初、堺市民センターの工事があるという

ことは昨年からわかっていた訳なのですけれども、本とか図書館のシステムの

パソコンとか機械類を置いておいて、例えばそのままビニールで養生してとか

すれば、そのまま工事ができますというお話だったのですけれども、昨年末、

12月20日過ぎに、工事の手順をいろいろ考えていく中で、急遽置いたままだと

難しいということが言われまして、そのタイミングですと当初予算に当然計上

できませんでしたので、今回、６月補正ということで計上いたしました。 

 内容としては、本の移設、動かす費用とまた戻す費用、あと図書館関係の端

末の動かす費用と戻して再度動作確認を行うというところになります。その分

を委託料という形で計上しております。これについても質問としては、先ほど

と同じなのですけれども、休館中のサービス、どのようなことができるかとい

うことで再確認のご質問があったのと、あと、保管場所はどうするのかという

内容がありました。保管場所については、堺市民センターの２階にホールがあ

るのですけれども、ホールは今回の工事の対象エリアから外れていますので、

ホールに保管するということをお答えしています。したがいまして、今回の委

託料はほぼ全額運搬の経費ということをご説明いたしました。 

 以上が議会関係の報告になります。 

 ２点目が教育委員会になるのですけれども、６月16日（金）にございまし

た。こちらから提案した内容は、１点、議案審議事項としまして、町田市子ど

も読書活動推進計画推進会議委員の委嘱及び解任の臨時専決処理に関し承認を

求めることについてということで、資料１をご覧ください。１枚目が議案第31

号で提案した内容で、任期は今年の７月31日までということになります。 

 １枚めくっていただきますと、委嘱する委員の方が町田市立中学校ＰＴＡ連

合会の代表の方と図書館又は学校図書館に係わるボランティアの方ということ

で、２名の方を委嘱、６月１日付になります。解任は、５月31日付で町田市立

中学校ＰＴＡ連合会の代表の方ということです。町田市立中学校ＰＴＡ連合会

の関係は、ちょうど任期が５月で切れますので、新しい委員の推薦をいただき
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ましたということですけれども、学校ボランティアの関係は、前の委員の方、

３月でボランティアをおやめになるということで先に解任をしておりましたの

で、今回、後任をお願いするということで６月１日付ということになっており

ます。 

 それから、次のページに参考で新しい方を含めた形で推進会議委員の方の一

覧が載っているのですけれども、資料が間違っていましたので訂正をお願いし

たいのです。町田市公立小学校長会の代表の清水校長先生ですけれども、金井

小学校と書いてあるのですが、南第一小学校の誤りですので、お願いいたしま

す。 

 それから、今回委嘱しました前山委員ですけれども、鶴川中学校と書いてし

まいましたけれども、鶴川第二中学校の間違いですので、訂正をお願いいたし

ます。 

 それから、報告事項がありまして、１点が「本がつなげる まちだライブ・

ラリー」の開催についてということで、また１ページめくっていただくと資料

が載っているのですけれども、図書館では小学校の高学年から高校生ぐらいを

メインのターゲットとして、本に触れ、読み、表現する楽しさを体験するこ

と、また、夏休みに図書館を利用してもらいたいということを目的にイベント

を開催しますということで、この「まちだライブ・ラリー」というイベントを

開催いたします。 

 期間は、７月１日から８月31日まで、受付場所は図書館の全館と文学館とい

うことになります。このイベントの概要ですけれども、この資料の後ろの方に

黄色いチラシがついているのですけれども、ご自身で持っている本でもいい

し、図書館で借りた本でもいいのですけれども、読み終えましたら、専用台紙

にＰＯＰ、本の紹介を書いてもらって図書館へ出していただきます。 

 先ほどの黄色いＡ４のチラシの裏の下側が切り取れるようになっていまし

て、ここにＰＯＰを書いてもらって図書館に出していただくということになり

ます。出していただきましたら、１枚提出ごとにスタンプを押していくという

ことで、そのスタンプを押す台紙が次のページについているＡ５判の用紙の裏

側に、１、２、３、４という形で４回、この１枚に押せるようになっているの

ですけれども、スタンプを押した数によって図書館のオリジナルグッズをプレ
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ゼントしますということです。スタンプも、出した図書館ごとにデザインを変

えていたりして、スタンプラリーとしての楽しみもできるような形をとってお

ります。 

 いただいたＰＯＰですけれども、図書館で、ある程度広いところはＰＯＰと

本を紹介したり、あるいはちょっと狭くて場所がないところはＰＯＰだけとい

うことになるかもしれませんが、全てとはいかないかもしれませんけれども、

掲示していくということを考えております。また、対象の本もジャンルは問わ

ずにやっていただくということです。 

 あと、図書館でもホームページにお勧めの本のブックリスト等もご用意して

いきたいと思っております。 

 関連企画として、今お話がありましたけれども、ライブ・ラリーのＰＯＰを

飾るコーナーを設けるということと、１回だけなのですけれども、ＰＯＰの製

作講座をやってみようかと思っております。そのような形で今回、本当に初め

ての取り組みなのですけれども、図書館でやるということで報告いたしまし

た。 

 ２点目が今度は文学館の関係で、夏の展示「ことばらんどでたからさがし！

～中垣ゆたか展」の開催についてということで、こちらは資料３になります。

７月15日から９月18日までの56日間ということです。内容については資料を後

でご覧ください。 

 以上が教育委員会で、次にレジュメの裏、２枚目をご覧ください。 

 報告事項、その他として何点かご報告したいと思いますけれども、１点目が

2017年度第１回町田市行政経営監理委員会というものが５月29日に開かれまし

た。これはどういうものかといいますと、町田市では市役所の生産性の向上と

か、公共施設における行政サービスの改革という２つを柱とする行政経営改革

プランを着実に推進するため、外部の有識者の方、大学の先生とかになります

けれども、それと市長、副市長で監理委員会を構成して、会を開いて確実な進

捗を図っていくという見地で開かれるものになります。そこで、専門的見地、

大学の先生からということになると思いますけれども、行政経営改革プランに

関する提言とか提案等を行っていくという会議になります。これの第１回が開

かれたということです。 
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 第１回は、市から今の５ヵ年計画の策定趣旨についてということで説明、あ

と、第１回のテーマと論点がメインになる訳ですけれども、市民サービスの向

上を図るのは当然なのだけれども、あわせて行政経営の効率化を図らなければ

いけない。その効率化を図るためには、どのようにすればいいのかというよう

なことでお話し合いがありました。 

 テーマに関する方策としては、幾つかあるのですけれども、７項目ほど挙が

っていました。短い時間ではありましたけれども、その中で話題になったの

は、民間活力の導入の話と市民サービス向上に向けた公共施設の再編の話をど

のようにやっていくかというようなことが第１回目としてはあったと思いま

す。 

 今日これをご紹介したのは、はっきり聞いている訳ではないのですけれど

も、今年度もう１回、第２回が開かれるということです。第２回は、ここから

はっきりは聞いている訳ではないのですけれども、図書館とか市民センターと

かコミュニティセンターとか、市に複数ある施設が幾つかあると思うのですけ

れども、そういうところがテーマに挙がるのではないかと聞いていますので、

今後、どういうふうになっていくか、多分秋以降になると思うのですけれど

も、また情報を提供していきたいと思いますし、この会議は市民の方も一般に

聞きに来ることができるので、日程等が決まったらお知らせしますので、また

機会があればお聞きになっていただければと思います。 

 次が生涯学習施設のあり方検討委員会ということで、資料４と５をご覧くだ

さい。今年度から始まった５ヵ年計画の行革プランの中だったり、あるいは

今、町田市全体で検討している公共施設の再編計画ということで、ほかの部も

そうですけれども、生涯学習部では施設のあり方の検討が求められているとい

うことになっています。どのような形で検討するかというのがまとまりました

ので、報告をいたしたいと思います。 

 まず、資料４になりますけれども、１として検討体制と役割ということで、

(1)部内検討会ということですけれども、役割としては施設単位、図書館だっ

たり文学館だったり、生涯学習センターだったりということになりますけれど

も、それぞれの見直し策の検討、見直し案の決定、あと施設ごとで検討事項と

か収集する情報とか、スケジュール等の調整がありますけれども、そういった
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ことの進捗確認とか情報共有をしていく。あと、共通で実施する工程というこ

とで、例えば市民意識調査等を行う予定ですけれども、そういったことの検討

調整ということが挙がっております。構成員は、当然ながら生涯学習部の職員

ということです。具体的には、管理職と係長級のクラスの職員が何人かという

ことで、あと部長が委員長で構成されています。 

 ただ、部の全体の集まりで細かい作業ができませんので、(2)として作業チ

ームを設けるということになっています。図書館と文学館がまず最初に結論が

求められていますので、図書館と文学館を先に検討するということで、図書館

と文学館にそれぞれ作業チームを設置するということです。図書館では、ここ

には書いてありませんけれども、地域館の係長、奉仕係長だったり担当係長、

館の責任者である係長、庶務係長、あと管理職で構成する係長級を中心とした

作業チームをつくって、それぞれ幾つかに役割を分けながらやっていこうと思

っていますけれども、そのような形で検討を進めていくつもりです。 

 それから、（3)生涯学習審議会ですけれども、今、教育長から諮問をしてい

ますので、それの検討、答申というのがあります。諮問事項はここに書いてあ

る①②③の内容です。 

 あと、施設ごとの協議会ということで、この図書館協議会だったり、文学館

で言えば運営協議会になるのですけれども、部のあり方検討の方で案をつくっ

たところで、それをご説明してご意見をいただきたいという役割になるという

ことになります。 

 次に２、検討の流れですけれども、公共施設再編の計画と生涯学習審議会が

あって、そういうものを受けながら部内で検討会を進めていって、市民ニーズ

とか他市の状況を調べつつ見直し案をつくって、あと運営検討委員会から、協

議会等から意見をいただいて決定していきたいというのが大きな流れですけれ

ども、もうちょっと細かく書いたものが次の資料５になります。 

 これもあくまでも現在のところなので、本当にこのとおりいくかどうかとい

うのはまたありますけれども、今のところ、このスケジュールでいくというこ

とになります。 

 まず、大きく公共施設再編計画が来年の２月から３月に決まっていくという

ことで、部の検討会は、５月末に第１回をやってこの資料の確認をした訳です
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けれども、先ほど言った内容を検討しつつ、来年の６月ぐらいに見直し方針の

原案をつくっていく。教育委員にご意見を伺ったり、教育長、市長のご意見を

伺ったりして、あるいはまた、この協議会等でも意見を伺って、そういった意

見を踏まえて、2018年度の終わりのころに再度最終の案をつくっていくという

ことで、最後は教育委員会で意思決定をして議会に報告していくという流れに

なります。 

 １つ飛ばして生涯学習審議会ですけれども、生涯学習審議会は、今年度の最

後、２月に答申が出るということなので、それで部の検討に反映させる。あ

と、市民意識調査を行う予定ですので、それも部内の検討に反映させるという

ことになります。これが今年度から始まった５ヵ年の行革プランへの部の検討

体制ということになります。 

 また報告事項、レジュメに戻りますけれども、今度は教育プランの策定につ

いてということで、現在の教育プランは2018年度までなので、2019年度から

2023年度までの教育プランを今年度から策定に着手するということになりま

す。 

 申し訳ないのですが、また先ほどの資料５に戻っていただきたいのですけれ

ども、こちらの真ん中ぐらいに教育プランの策定のプログラム、線表も載って

いますけれども、７月に検討会とか作業部会を設置して検討に着手します。先

ほど部のあり方の検討の中で、市民意識調査を行うと説明したのですけれど

も、実はこの市民意識調査は、行革プランの検討に向けた質問もありますけれ

ども、教育プランの策定に向けた質問、両方兼ねたアンケートを１回で行うと

いうことになります。生涯学習部が行うのは、あくまでも生涯学習部門という

ことなので、学校教育部はまた別途行うということになりますけれども、その

ような形でやっていきます。 

 ということで、教育プランは７月ぐらいから検討に着手して、今年度の終わ

りに骨子案ができて、また検討を進めて、来年、2018年度の10月ぐらいにパブ

リックコメントで年度末には策定というようなスケジュールを考えておりま

す。教育プランの策定はこのような形になります。 

 次は予定ですけれども、先ほど委員のお話をしましたけれども、子ども読書

活動推進計画推進会議が６月30日（金）に開催予定です。 
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 それから、(5)は先ほど教育委員会の方でお話ししましたけれども、「本が

つながる まちだライブ・ラリー」について。 

 (6)は調べもの講座を7月10日（月）に行う予定です。 

 (7)１日図書館員、こちらは毎年夏休みに行っていますけれども、いつも７

月から８月の夏休み期間中の木曜日に行っていまして、これは４日と書いてあ

るのですけれども、５日間の間違いですね。失礼しました。 

 それから、(8)は図書指導員研修、あと(9)もそうですね。学校教育部と協力

してやるのですけれども、図書指導員の研修は６月26日（月）、金井小学校で

行うということなので、図書館の職員を派遣いたします。 

 それから、(9)は初任者研修図書館講座ということで、７月31日（月）に新

しく教員になられた方を対象に行うということです。 

 以上がその他ということになりますけれども、引き続き、生涯学習審議会が

５月15日にありまして、書いていないのですけれども、委員長が出席できなか

ったので、私から簡単に報告したいと思います。 

 まず、この日は15日の午後２時から２時間ほど行ったのですけれども、公共

施設の再編に向けた検討状況ということで事務局から、これはこの前、この場

でもご説明した公共施設の再編に向けた外部委員会のスケジュール等をご説明

しました。 

 それから、２番として生涯学習行政の担うべき役割ということで、これがメ

インになる訳ですけれども、主な視点として、地域の福祉とか地域と学校との

連携協働とか、コーディネート機能というご意見がいろいろ出ているのですけ

れども、それについて、今までの議論の中で社会経済状況の変化とか、あと行

革プランがあるとか、公共施設の再編計画があるというような背景を押さえつ

つ、今後の生涯学習の役割、あと生涯学習行政が担うべき役割、今後推進すべ

き生涯学習施策はというような検討事項を、今まで出た意見をまとめながらお

話をしていったところになります。現在のところ、結論はまだ出ていませんの

で、そのような形で引き続き議論を進めているところになります。 

 以上になります。 

○山口委員長 ありがとうございました。 

 では、館長報告について質問、また確認などをご発言いただければと思いま
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す。 

 次第の順番に沿っていきますが、まず１番目の市議会定例会ですね。堺市民

センター関係での質問に絡めてということですが、こちらについて何かありま

すでしょうか。 

 では１つ確認ですが、６月補正予算で本の移設と端末移設の委託料というの

が発生したということですけれども、これは図書館費に含められるものなので

すか、それとも別でしょうか。 

○近藤館長 これについては図書館費が増額という形になります。 

○山口委員長 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 この間、堺が閉館をし、移動図書館のサービスも減るので、当然のことなが

ら利用統計に大きな影響が出ますね。これはいつも外部評価をやっていて毎度

毎度感じるのが、そのとき、そのときの図書館全体の状況によって数値が非常

にアップダウンしてしまう。それは実は町田市の図書館の本来的な姿を正確に

あらわしているとは言えないのではないかと思うのですね。 

 結局、その結果で図書館の利用が下がっているとか、貸出率が下がっている

とか、そういう判断につながるのは、実は図書館の現場の方たちも非常に不本

意ではないかと思います。なので、これによってどのくらい変化が出るのかと

いうことも、実際に外部評価もそれを意識する必要があるとは思うのですが、

図書館評価を継続してまだ今の形で続きますから、そこら辺をしっかり書き込

んでいただくことは必要なのかなと。あと、それも１つきちんと宣伝に加える

必要があるかと思うのですね。 

 私からは、これはどちらかというと意見なのですけれども、よろしいでしょ

うか。 

 では、次に２番目の教育委員会です。こちらは子ども読書活動推進計画推進

会議の委嘱ですね。これはいいでしょうか。 

 引き続き、報告事項で文学館、「本がつなげる まちだライブ・ラリー」と

いう新しいイベントを企画されているということで、資料２ですね。後ろにサ

ンプルがついていますけれども、こちらについてはいかがでしょうか。 

○鈴木委員 １回だけ講座をなさるということで、それは中央図書館で大体い

つごろに、初めの方になさるのですか。 
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○近藤館長 講座は７月28日に中央図書館で開くのですけれども、それは７月

１日付の広報で、ホームページとかにも載せますけれども、募集をかけるとい

うことです。ＰＯＰを作成する講座ということですね。ライブ・ラリーの広報

は、小さくて目立たないのですけれども、６月15日号に載っています。 

○鈴木委員 これはその都度、１枚出したらまた上げるのですね。この部分だ

けがというものは特にないから、また書いてねという感じにするのですかね。 

○近藤館長 はい。 

○鈴木委員 少し大きい子どもたちの利用が少しでも増えるといいなと思いま

す。 

○吉川委員 協賛が久美堂と有隣堂になっているのですけれども、これはどん

な形で協賛してもらうのですか。 

○近藤館長 スタンプの数に応じてプレゼントというのがあるのですけれど

も、４つスタンプがたまったときの最後のお楽しみグッズを有隣堂と久美堂か

らいただいたものを差し上げようかと思っています。 

○吉川委員 もちろん、チラシが置いてあったり、ポスターがあったりという

のは。 

○近藤館長 そこまではちょっと。 

○吉川委員 本屋さんに置いてあるのですか。 

○近藤館長 ないです。 

○鈴木委員 そういうのはまずいのですか。 

○近藤館長 まずくないと思うので、確かに置いておくのもいいのかと思うの

で、話をしてみます。 

○山口委員長 協賛のところに名前が入っていますから、久美堂の各店に置く

とか、そういう形で広めるといいですね。 

 ちなみに、これは学校にも配付など宣伝というのはお考えでしょうか。 

○近藤館長 まず、校長会で校長先生に配らせてもらって、中学校に各生徒さ

んに１枚行き渡るようにお配りするということです。 

○山口委員長 わかりました。 

○清水委員 今のライブ・ラリーですけれども、これは今までやっていなかっ

たと思うのですけれども、今回、これをやるということのきっかけは何かある
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のでしょうか。 

○近藤館長 図書館の利用の状況を見ていて、小学生の登録は結構あるのです

けれども、中高生になると離れてしまうという、そこの世代の利用が少ないと

いうのが見ていくとはっきりわかるというのが１つあって、何らかの手を打ち

たいという中で、今年度の予算をつくる編成の過程で、部の方で少しお金を捻

出できるからというお話があったので、こういうことをやりたいという形にな

りました。 

○清水委員 お勧めの本のリストが書いてありましたね。それはどんなふうに

つくられて、どのように、図書館に来ないとわからないのですか。ホームペー

ジで。 

○近藤館長 ホームページでお知らせしますけれども、どのように選出したか

というと、要するに図書館の職員がこれはぜひという本を今リストアップし

て、最後にまとめている段階だと思います。 

○清水委員 まだ出ていないのですか。 

○近藤館長 まだ出ていないと思います。 

○鈴木委員 それは実際に紙のものでは、ＰＯＰや何かと一緒に置いたりはな

さらないのですか。ホームページは小学校高学年とか中学生が見るのはちょっ

と難しいというか、見る子は、一部は見るでしょうけれども。 

○近藤館長 今のところ、ホームページに載せると考えているのですけれど

も、私も最後のものを見ていないので、どのくらいの分量になるかもあると思

うので、少し可能かどうか検討したいと思います。 

○清水委員 講座のチラシというか、ＰＲは学校の方にもされているのです

か。 

○近藤館長 まだしていないと思います。 

 あと、先ほど７月１日の広報に載るということと、当然ホームページに載せ

るということ、あと、全校にはなかなか回れないのですけれども、中央図書館

だったり地域館だったりの近隣の学校には、足を運んでくださいというのを職

員に頼んでいるので、そういった形でのＰＲには努めたいと思っています。 

○清水委員 そのときに、リストも一緒に学校に持ってきていただけると、学

校図書館に置いたりもできると思うので、ぜひお願いしたいと思います。 
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○山口委員長 よろしいでしょうか。 

 今の清水委員の発言にあわせてですが、学校にいて生徒と本をつなぐという

のは、学校図書館がやはり大きいと思うのですね。ですから、むしろ学校図書

館にも重点的に宣伝を一緒にしてもらえるような形にしていくといいのかと思

います。今こんなのをやっているんだよというのを、指導員さんから話してい

ただくのもきっかけづくりにはいいかと思います。いろいろ検討していただけ

ればと思います。 

○鈴木委員 ６月26日に図書指導員の研修があるから、そのときにも、そうい

うものがもし用意、26日ではちょっと難しいかな、お知らせだけでもぜひ、後

から資料は届けますのでということでしていただければ充実するかと思いま

す。 

○山口委員長 初めての試みですから、ぜひ大いに盛り上げていければと思い

ます。 

 では、まちだライブ・ラリーについてはよろしいでしょうか。 

 次に、文学館のこの後、７月からの開催予定についてということで「ことば

らんどでたからさがし！」につきましてご意見、ご発言がありますでしょう

か。 

 では、私から確認ですが、昨年も、子どもたちには大盛況でしたけれども、

資料３の８の関連事業です。ワークショップなどなどをいろいろ企画されてい

ますが、これはもう既に予定などはでき上がっていらっしゃるのでしょうか。 

○中嶋副館長 来週の日曜日に今の展覧会が終わります。その時点でチラシと

しては配らせていただきますので、基本的に全て準備はできております。今チ

ラシを配ってしまうと、間違って来てしまう人がいるので、展覧会というのは

ぎりぎり、終わったらすぐ外に出すような形で文学館は考えているはずですの

で、全て予定は決まっております。もしかすると、追加で何かやったりするこ

とがあるかもしれませんけれども、今の段階での予定は固まっております。 

○山口委員長 これも子どもが対象になっているので、夏休みに入る前にとい

うか、やや早目に周知していただければいいかと思うのですが、例えばこれは

文学館の催し物なのですけれども、仕組みの上で言うと図書館と関連性が非常

に強いし、読書という観点から見れば一緒ですから、文学館のこういう催し物
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を、文学館は独自のホームページをまだ持っていないので、例えば図書館のホ

ームページや今じわじわと動いているツイッターなどでもっと発信などをされ

るとか、そういうことはご検討されているのでしょうか。 

○中嶋副館長 まず、図書館側でもいろいろサポートはするのですけれども、

文学館もここでツイッターを始めるという話を聞いていますので、多分７月ス

タート、まだ確実には決まっていないのですけれども、あちらもツイッターで

発信していくという話があります。そこは相互にやっていこうかなと。ただ、

ちょっと仕組みが違うので、そこは向こうとお話し合いをしながらやっていく

形になるかと思います。そういう意味では、広報手段が１つ確保できたのかと

思っております。 

 あと、例年のことですけれども、今おっしゃったとおり、学校に宣伝をする

という関係では、私どものさっきのライブ・ラリーもそうですけれども、夏休

み前にそれができるということで、公立小学校も全員、１人１人分のチラシは

配る予定と聞いております。 

○山口委員長 これも、それこそ学校図書館とうまく連携させていくというの

も方法だと思います。ですので、ぜひやっていただければと思います。ツイッ

ターの方もぜひ中央図書館から文学館をリツイートするような感じでも広めて

いけると思うので、それはぜひやっていただければと思います。 

 あと、これを見ていますと、例えば実際にトークショーなどもあるし、子ど

も向けの企画等がありながら、子どもの本にも関心がある大人又は大学生あた

りも含めて宣伝できるのかと思うので、文学館は集客力があると私は思うので

すけれども、こういういいことをやっているのだということで、子ども向けだ

けでなくて、広げていく方法もぜひ考えていただければと思います。 

 １つ言いますと、町田市近辺の大学は７月いっぱいで学生は休みに入るの

で、要するに離れてしまう訳ですね。ですから、７月中からもうやっているの

で、できれば大学関係にも宣伝をしていただければと思います。 

○瀧委員 こちらの関連事業の一番最後にある文学館のスタンプラリーという

のはどういうことを想定されているのですか。 

○中嶋副館長 これは例年やっているのですけれども、夏休みに関していいま

すと、今、神奈川県の近代文学館、鎌倉市の文学館、あとは私どもの文学館で
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それぞれ回ってスタンプをもらって、たまると何かグッズを差し上げるみたい

なものも、これももう５年か６年、かなり長い間やっているのですけれども、

それもまた今年、それぞれの文学館で協力してやりましょうというお話になっ

ていますので、ぜひ皆さんも夏休み中に回られればと思います。 

○瀧委員 昨年、やはりこの話が出たときに、町田市内のほかの施設との関連

で何かラリーというのはどうでしょうかというお話がたしか出ていたかと思う

のですが、その辺は今年はどうなのでしょうか。 

○中嶋副館長 伺ってはいないのですけれども、多分別種とのというのは考え

てはいないと思います。例えば市内の博物館であるとか、版画美術館になるか

と思うのですけれども、向こうのサイドでは今のところ、文学館レベルという

か、要するに、同じ興味を持つ方々が複数の自治体と離れたところでやるとい

うのが今回の一番の主眼になっていますので。 

○瀧委員 ありがとうございます。 

○鈴木委員 １つは、ことばらんどオリキャラコンテストというのがどういう

ものかなと。 

○中嶋副館長 私の伺っている話では、オリジナルキャラクターの募集です。

私どもの図書館のよむぽんみたいなものですけれども、文学館のキャラクター

を募集して、今回、中垣ゆたか先生などを中心に、それを選定するというのを

考えているところなので、オリジナルキャラクターでオリキャラの募集という

ことで伺っております。 

○鈴木委員 もう１つ、文学館で催しをやると、いろいろな図書館にある関連

本が全部文学館に行くけれども、図書館でも文学館で今やっているということ

で、中垣さんのコーナーとか、何かアピールするのでしょうか。 

○中嶋副館長 例年そうなのですけれども、文学館は本が余りいっぱいある訳

でもないので、中垣さんに限らず、関連する資料を図書館からお貸しして向こ

うにお出しするものもありますし、逆に各館もそれぞれ特集コーナーを組みま

すので、そこで本の紹介であるとか、本だけではなくて文学館のご紹介とか、

あと、図書館の方もワークショップはお手伝いなどもしますので、そういう形

で協力はしていこうと思っております。 

○鈴木委員 わかりました。 
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○山口委員長 「ことばらんどでたからさがし！」、資料３についてはよろし

いでしょうか。 

 では、次第の２ページ目ですね。その他というところで全部で９項目ありま

すが、まず１番目の2017年度第１回町田市行政経営監理委員会につきまして何

か確認、質問はございますでしょうか。 

○鈴木委員 これの議事録がいつ出るのかなと思って直接連絡をとりました

ら、できるだけ早く載せると。６月の終わりか７月の頭にはホームページに載

せられるというようなことをおっしゃっていたのと、次回は10月開催の予定と

伺っています。結構間があいていて、例年だと２回でおしまいみたいなので

す。 

 今回はもっとするかもわからないのですけれども、その前に2015年にやった

のが２回で、１回目は主に説明で、２回目で大体結論が出るみたいな話です。

さっきの館長の話だと、次回は図書館とか市民センターがテーマというので、

次のほかの施設のテーマになって続くのかもわかりませんけれども、行政経営

監理委員会がどういうものかというのは、ホームページで2015年のものは議事

録が載っているのですね。2016年はやらないで、今回2017年にやったという経

緯でした。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

○近藤館長 今年度も２回しかやらないみたいですね。あと１回やられるとい

うことです。 

○鈴木委員 やはり10月でもう図書館と。 

○近藤館長 でも、それは何となく聞いているので、正式に聞いた訳ではない

のですけれども。 

○鈴木委員 そのことは多分必ずテーマにはなるけれども、それだけで終わる

かどうかはわからないですね。 

○山口委員長 これは１回２時間ぐらいの会議ですか。 

○鈴木委員 時間は書いていませんでしたけれども、数人のね。 

○近藤館長 ５月29日は午後２時から午後４時までやっていましたね。ご存じ

かもしれないですけれども、市庁舎の２階の市民協働のおうえんルームという

場所があるのですけれども、あそこでやりました。市民の人も来ていたし、わ
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からないけれども、よその市の人も何人か来ていたみたいです。あと、私も行

ったので、市の職員もいましたけれども。 

 ちなみに、専門委員の方がどういう方かというと、岡本正耿さん、現在はマ

ーケティングプロモーションセンター代表取締役、早稲田大学大学院客員教

授。山本清さん、この方は東大の大学院の教授ですかね。佐藤主光さん、この

方は一橋の教授です。 

○山口委員長 いろいろ行政の経営という観点からの議論もあるようですが、

もうご存じかなとは思うのですけれども、2016年11月に国会では総務省の高市

総務大臣が図書館と博物館、公民館、美術館については、従来総務省主導で行

ってきたトップランナー方式において、これはなじまないということをはっき

り認めていらっしゃるのですね。国会の場でも指摘されている訳です。 

 要するに、それがどのくらい自治体レベルで理解されているのかというので

今実は議論をやっていまして、それをちゃんと把握して直営でやりましょうと

いう自治体もあれば、やはりさきに総務省が出した歳出を効果的に削減し、一

方では民営化をしていく、その流れに追随をしているところに分かれてきてい

るような分析が最近出ているのですね。 

 そういう意味で、なぜあそこで総務省がトップランナー方式を推進したはず

なのにとめたかというところの重要性をしっかりと受けとめる必要があるとい

うのが１点。 

 そこでは司書とか学芸員とか、専門性のある職員の配置というのが必要であ

る、そこら辺との兼ね合いなども考えないといけないですね。ですので、効率

性という言葉がキーワードになっているけれども、果たしてそれだけで単純な

構図で動けるのかなというのは、私などは常々疑問に感じてはいるところで

す。 

 実は今度の週末、図書館問題研究会の全国大会が秩父であるのですが、実は

そこの重要討議課題の１つがそれなのです。私の呼ばれた部会は図書館協議会

なのですが、一方では、公共施設再編計画について、神奈川の事例で検討する

というテーマが入っていて、隣の部会では、まさに指定管理を含めたトップラ

ンナー方式に関するいろんな議論がなされている。そういう意味で、図書館の

問題だけではなくて、公共サービスや文化行政の視点からどうなのかというの
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が今もう１度問い直されているというのが現状だと思います。 

 そういう意味で次が10月というタイミングで、しかも２時間程度で一体どの

ような内容が出るのかなというのはちょっと気になるところですね。ぜひこれ

は、今期の協議会は終わってしまいますけれども、次期へ継続して関心を寄せ

ていきたいところだと思います。 

 今お話ししたことについては、「みんなのとしょかん」という雑誌がありま

して、これの７月号にかなり詳しく全国の状況などが出ていますので、よろし

ければお読みいただければと思います。 

○久保委員 今、山口さんがおっしゃったものに関連するので、ちょっと前に

戻りたいのですけれども、文学館とか図書館ですてきなイベントがあるのは、

これは本当に頑張ってほしいし、すてきだなと思うのですけれども、日常的に

市民がというか、利用者の贈呈のサービスの問い直しというのを文学館も図書

館も、それが本当に大切だと思っていて、イベントがそういうものにつながる

ものであってほしいなというのが、今の状況をいろいろ公共施設の見直しと

か、そういうことが大きく問題になってきて、何かが変わろうとしているとき

なので、根本のところの公共の施設というもののことを考えつつ、イベントと

いうのも地に足をつけて検討していただきたいと、危惧する部分がありますの

で、よろしくお願いします。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。 

 それでは、先に進みまして、(2)の生涯学習施設のあり方検討委員会です

ね。資料４と５、５の方にスケジュールがありますが、こちらについていかが

でしょうか。 

○鈴木委員 質問ですが、市民意識調査というのは、今、公共施設の再編計画

に関して意見募集をしていますけれども、そういうものとの関連と意識調査と

いうのは、無作為のアンケート依頼なのか、意見募集なのか、その辺の関連、

余りにもいろいろな委員会はあるわ、いろいろな計画もあり、それからこうい

う市民の意識調査とか、すごくあるのですけれども、それが本当に反映される

のか。いろんな市民の意見がどの程度反映させるのか、その辺もわかりませ

ん、とりあえず意識調査について説明してください。 

○近藤館長 先ほど資料５で説明した意識調査は、行革プランの部内検討で使
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うためと教育プランの策定に向けたということの２つの意味合いを持った調査

を無作為で、多分3,000名だと思いますけれども、送って回答をいただきたい

ということです。 

 たしか質問項目が40ぐらいあって、半分が教育プランの策定に向けたとこ

ろ、半分が行革プランの検討の材料になるような質問を、生涯学習部の分野だ

けに行うということです。 

○鈴木委員 今の管理計画の方も、アンケートと意見募集があって、アンケー

トの方は3,000人が対象で、時期があれは７月で終わって、こちらが今度７月

以降であるのですか、あっちで出たアンケートの結果とこちらの生涯学習に関

してと絞ったアンケート調査と、どういうふうにそこら辺が整合性というか、

取り込むあたりが、幾つもやっていると、どれを優先するのかというところも

ちょっと見えないのです。 

○近藤館長 公共施設の再編の関係は、総論で聞いていますので、生涯学習の

施設がどうだこうだ、あるいはほかの部署の施設がどうだこうだというのは、

多分全部の質問の中の一問ぐらいだと思うのです。ということで、大きな枠で

聞いているのが公共施設再編の関係のアンケートで、今回、先ほど説明した市

民意識調査という言い方をした生涯学習部の調査の方は、教育プランの策定に

向けてということですから、市民の皆さんが生涯学習についてどんなことを考

えているとか、どんな利用の仕方をしているのかというのを聞いて検討の素材

にしたい、材料にしていきたいということです。 

○鈴木委員 前回いただいた文学館のあり方調査というのですか、そういうの

もありますよね。黄色いもの。 

○近藤館長 今お話があった件は、運営協議会の方で諮問をしていただいた答

申ですよね。 

○鈴木委員 そういうふうにいろいろなところでアンケートの答申が出て、ま

た意識調査や何かをして、そういうものが本当に生かされるのかというのが、

黄色い文学館のものも、文学館の意義や何かを書いてあって、どういうふうに

改革していったらいいかという案は出ている訳で、いろいろなところが、こう

いうふうに改革したらもっと魅力的になるというふうに、いろいろなところの

専門の審議委員会とか、そういうところが出しているので、その辺と今、市の
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方が出しているのはどうしても経済的な効果から、それをもっと有効に生かす

というよりは、いかにどこをどう削るかというようなところで、なかなかお互

いのそういうものを相入れるのは難しいなと今思っています。 

○清水委員 わからないので教えていただきたいのですけれども、資料５の教

育プラン策定の中に書いてある総合教育会議というのは、どういう会議で、ど

ういう方たちが何をするための会議なのか教えてください。 

○近藤館長 きちんと説明できなくて申し訳ないのですけれども、今までは、

教育行政については教育委員会がしっかりやりましょうというのがあったと思

うのですけれども、今はその上に、違ったら次回訂正しますけれども、教育会

議ということで、市長の方としっかり話をしながら進めていきましょうという

ことで、趣旨としてはそういうことだと思うのです。 

○山口委員長 市長名ですね。 

 この市民意識調査というのは、内容は非常に興味があるのですが、これにつ

いては調査結果は公表されるのでしょうか。 

○近藤館長 その辺、部の方でもまだしっかり話が出ていないのですけれども

―というか、事務局の方ではもう考えているかもしれませんけれども、その

辺は確認をしておきます。これは６月に業者と契約になると思うので、質問も

あらあらで事務局の方で考えて、業者と打ち合わせてより綿密に突き詰めてい

くという形をとると思います。ということで、結果の公表については次回ご報

告したいと思います。 

○山口委員長 これは内容が図書館と生涯学習施設をカバーしていることにな

るので、ついては図書館協議会でも情報として欲しいですが、生涯学習審議会

も、多分こういう情報は必要なのだと思うので、できれば情報提供をいただけ

ればと思います。 

 あと、公開していただければ、図書館について市民が考える材料が増えるこ

とになっていいかと思います。ぜひこれは公開をお願いしたいということで、

部長にお伝えいただければと思っております。 

○中嶋副館長 前回の教育プラン、前回の町田市の生涯学習の推進計画をつく

ったときも、同じように意識調査をしていますので、多分それに準ずる形にな

るのかなと。ですから、設問そのものも、前回のアンケートとある程度同じに



20 

 

しておかないと差が出ないという部分があるので、そこはまた調整をするよう

な形になるかと思います。 

○山口委員長 ちなみに、確認ですけれども、前回のときはアンケート調査は

公開しているのですか。 

○鈴木委員 結果ではなくて。 

○山口委員長 報告ではなくて調査結果。 

○中嶋副館長 それもまた確認いたします。 

○山口委員長 出ていたかなという印象があったので、とにかくこれはこの時

期でやはり必要な情報ですね。 

 今、次第の３の(2)ですが、よろしいでしょうか。 

 次に、教育プランの策定について、これは今のに関連するものですが、よろ

しいでしょうか。 

 では、次に４番、子ども読書活動推進計画推進会議、こちらはいいですか。 

 あとは講座、イベントなのでまとめて見ていきますが、(5)はさっき出てい

ましたのでいいでしょうか。 

 それから、(6)の調べもの講座、あとは１日図書館員、まず、この２つにつ

いていかがでしょうか。 

○鈴木委員 調べもの講座というのは、どういう年代、これは夏休みに子ども

を対象ですか。 

○近藤館長 ７月10日の分は大人向けというか、中高生でも大丈夫だと思いま

す。お子さんに来てもらいたい講座は、また別途あると思うのですけれども、

この日は一般的に図書館の使い方とか館内を見てもらったりするということ

で、これは高校生以上の方となっています。 

○清水委員 今回は何時からの時間設定になっているのでしょうか。 

○近藤館長 １時半から４時ぐらいまで。この講座も年に五、六回やっている

のです。月曜日の午前中にやったり、あと普通の開館日の朝にやって、そんな

に時間をとれないのですけれども、短いのですけれども、書庫のご案内と選定

会議を見てもらうというのもやっていたりします。ですから、ゆっくり時間を

かけてやるのは、どうしても月曜日になってしまいます。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。 
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 次に、(8)(9)です。図書指導員の研修、それから初任者研修図書館講座、学

校の先生を対象にした講座です。こちらについて、まず(8)の図書指導員研修

についてはいかがですか。 

○清水委員 学校に図書館の方が来てくださって、いつもお話ししてくださる

のは、団体貸出のこととか支援貸出のお話をされていくのですけれども、今回

もそういう予定ですか。 

○近藤館長 ６月26日に関しては、こちらがいただいている時間が30分とか40

分だと思うのです。団体貸出とか支援貸出のこととか、あと図書館の見学に来

てもらうときのお願いがあると思うのです。今回少しお話ししたいというの

は、こちらからのお願いなのですけれども、支援貸出で授業に関する本を図書

館で集めて貸出しているのですけれども、学校によっては団体貸出でも似た本

をかなりまとめて借りられてしまう事例が見受けられるので、それは避けてい

ただきたいみたいなお願いはするかもしれません。もちろん、学校としては、

本がいっぱい集まった方が授業はやりやすいとは思うのですけれども、とはい

え限られた資料なので、ほかの学校の方が使えないというのも避けたいので、

そういうお願いをするかもしれません。 

 この件については、指導員の方というよりも、本当はまずは指導課と話して

いろいろ調整しなければいけないと思うので、それもどこかでタイミングを見

ようとは思っています。 

○清水委員 そのお話をされると、支援貸出という方法が現場ではとても使い

にくい制度になっているということにつながってしまうと思うので、私たち、

特に中学などでは、支援貸出の届く日にちが決まっていて、実際に使える時間

というのが短いので、本当にタイミングが合うのは奇跡的な感じでしか使えな

いというのが支援貸出だというふうな感じをいつも受けているのです。 

 だから、支援貸出についての制度の見直しというのも考えていただいた方が

いいのかなと思ってしまうのですが。 

○近藤館長 支援貸出について、30日間ですか、その辺のタイミングの合わせ

方が難しいということであれば、ご要望としていただいて、例えばそれを長く

した場合、どうなのかというのを検証しないといけないと思うのです。長くす

ればするだけ、資料は手薄になるという面もあると思うので。 
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 例えば、この前の読書活動推進会議でも、学校の先生、委員の方から言われ

たのは、本自体が今の体制だと苦しいのではないかということですね。ご存じ

だと思いますけれども、よその市などだと、学校を支援するための本が別途用

意してあって、それを中心にやって、不足したら図書館の普通の蔵書から出す

というような形をとらないと、本当の意味では苦しいとは思っていますね。 

 ただ、そういうことを図書館で提案したこともあったのですけれども、予算

もいろいろありますけれども、なかなか厳しいということを言われたこともあ

りますので、今できることは、使い勝手が悪いところが改善できるのかどう

か。だから、どこの使い勝手が悪いかということも教えていただいて、いろい

ろ検証しながら、それが少しでも改善できるかなという方向で検討できればと

思っています。 

○山口委員長 要するに、最終的に支援貸出用の本が足りないということです

ね。だから、それこそ従来の図書費の中でやろうとすると、当然図書費全体の

枠組みがありますから、本当はそれを別枠で予算がとれればいい。また、そう

いう予算を、それは図書館だけの問題ではなくて、恐らく学校教育部と絡むと

思うのです。だから、部を超えて使えるような予算というものが本当はない

と、多分学校の方も大変だろうと思うのですね。そこら辺、根本的に変えない

限り絶対解決しないだろうと私は思っていたのですけれども、ここら辺につい

ていかがでしょうか。 

○鈴木委員 教育プランというのは、それこそそういうことを盛り込んでいた

だけるといいのかと。これから策定なさる訳だから、図書館だけでは解決でき

ない問題を教育委員会全体でしていただく。今どこが不具合かというのを、今

度の研修のときでは、そういうことを議論する時間が多分ないですね。今、30

分ぐらいしか図書館からの説明の時間がないと。学校図書館を考える会とか何

とかで、もう少しその辺のどうしたらいいかというのを逆に図書館に提案した

りするようなことができるでしょうか。 

○近藤館長 支援貸出の担当に、どうやって現場の意見というか、もしかした

ら現場の先生の意見も大切ですし、あるいは指導員の意見も聞かなければいけ

ない。その辺の意見の聞き方は、多分今きちんとした仕組みとしてはないの

で、ご意見をいただける学校の意見は耳に入ってくるかもしれないのですけれ
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ども、それ以外はわからないので、その辺も担当の方に工夫してもらって、変

な言い方ですけれども、アンケート、書面でやりとりするのが一番簡単で、ま

ず第１回はそれでやって、何となく様子がわかってきたら、少し聞き取りに行

ってもいいのかと思いましたけれども、少し考えます。 

○山口委員長 このあたりについては、吉川先生、いかがですか。 

〇吉川委員 支援貸出については、やるのだったら本腰を入れて、これを中心

にやっていくとかした方がいいかなと思いますね。難しいですね。蔵書率と

か、そういうことについては教育プランとかでも入れられるし、計画的にはや

っていると思うのですが、例えば職業について調べたり、京都・奈良について

調べるといっても、本が絶対的にも足りないし、学校の中で言っても、ある学

年はこれがいいといってガイドブック的なものをそろえたとしても、次の学年

の先生たちが、いや、これは余り使いやすくないということが学校の中でもあ

ったりするので、それを全学校に網羅するような資料をそろえるというのはな

かなか難しいことなのかなと思います。また、そろえたとしても、どんどん本

は新しくなっていきますので、建設的な意見でなくて申し訳ないのですけれど

も、とても大きな問題かと思います。 

○清水委員 もう１つは物流のやり方かと思います。２週間に１回のペースで

回すというよりは、宅配とか、そういうものを考えるとか、そういうものもあ

ると思うので、前に増川先生が本当に使いにくいと言ってすごく困っていらっ

しゃったので、選書に行くのも大変だということもおっしゃっていましたし、

そういういろいろな学校の地理的な条件もあると思うのですけれども、そうい

うもので各学校にとって使いやすさの違うところが、同じことでみんなが使い

にくいと思っている訳ではなくて、こうだったらというのがそれぞれの学校で

また違っているところもあると思うので、本当に大変だと思いますけれども、

現場の状況を把握していただけたらと思います。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。では、図書指導員研修に絡めて、学校支

援の問題にまで触れましたけれども、以上ということにしたいと思います。 

 これは６月26日に研修があるようですので、その結果については次回の協議

会でご報告いただければと思います。 

 あと、やはり今出たように、現場の様子がちゃんと伝わっているかどうかと
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いう意見もありましたので、ここら辺はぜひ学校図書館にかかわりのある委員

などから、現場にいろいろ聴取していただいて、また次回以降の話題などにし

ていただければ、協議会としてもぜひこういうところは押さえていきたいとこ

ろだと思います。学校支援というのは、公立図書館のサービスの１つにしっか

り入っていますので。 

 最後に、(9)の初任者研修図書館講座です。新任の先生方を対象にした講座

ということです。 

 これは例年どおりの内容で予定をされていらっしゃるのでしょうか。 

○近藤館長 例年、この時期にあるのですけれども、時間が去年は３時間ぐら

い、図書館の分をいただいていたのですけれども、どうも１時間半とか２時間

ということで、時間が減りますということを担当から聞いています。 

○山口委員長 そうしますと、図書館として行う講座はどのような内容になる

のですか。 

○近藤館長 学校図書館と公共図書館でどのような連携をしているかというこ

とと、先ほどと同じなのですけれども、支援貸出とか団体貸出とか、あと、図

書館見学、よく来られますので、申請の仕方というか、急に申請がある場合も

あるので、その辺のこと。あと、調べ学習のときに役立つ資料とか、ポイント

とか資料の紹介とか、そのようなことですね。あと、時間があるときは館内を

自由に見てもらったりもしていたのですけれども、今回そこまでできるかどう

かはわからないですけれども、そのようなところです。 

○山口委員長 今伺っただけでも、かなり盛りだくさんな感じなので、本当は

３時間ぐらい欲しいのかなと思うのですが、それを１時間程度で。 

○近藤館長 １時間半ぐらいですね。 

○齋藤委員 初任者研修、若手教員という中には、幼稚園、保育園は考慮には

入っていないのでしょうか。 

○近藤館長 こちらは学校教育部の指導課とやる。指導課の研修で図書館の講

座もやってもらうということになっているので、市の教員として採用された先

生が対象になっています。 

○齋藤委員 幼児教育担当の方々へのこういう講座というのは、今後考えてい

ただくことはできないでしょうか。 
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○近藤館長 その辺は、どこを窓口として話したらいいかというのもあります

けれども、研究していかなければいけないとは思います。 

○齋藤委員 図書館の中に「たからじま」のコーナーがあったり、いろいろな

講座があったり、そういうことを広報的にお知らせするのには、声をかけてい

ただければと思いますが。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。 

○吉川委員 私、夏休みの前に夏休みなので美術館に行きましょうとか、博物

館へ行きましょうという話をよく言ったりするのです。たしかおととしだった

と思うのですが、具体的に割と近くのＪＡＸＡにこういうものがありますよと

か、文学館で宮沢賢治をやりますからとか、遠くに行かなくても近くでありま

すよとか、ラグビーの試合も野津田競技場であったので、行きましょうという

ような話をしたのです。 

 子どもたちの図書館の利用率を上げるというのは夏休みがチャンスだと思い

ますので、先ほどのライブ・ラリーとか１日図書館とか、それぞれ広報してい

るのですけれども、図書館関係、夏休みはこんなことがありますよというのを

まとめて学校の方にいただければ、調べればわかるのですけれども、もしかし

たらどこかの学校の校長が夏休み前に話をするかもしれませんし、国語の先生

が夏休みに図書館をこうやって利用しましょうよという話も、60何校あればす

るかもしれません。そういうものも広報の１つの手なのかと思いました。 

 というのは、前回話があった「図書館は本をかりるだけじゃもったいない」

展というのを、私、この週に市役所に２回ぐらい行っているのですけれども、

気がつかなかったのですね。日東紅茶で紅茶も飲んだのですが、気がつかない

でいました。ということもあるので、うまく宣伝すれば子どもたちにヒットす

るかなと思うのです。いろいろな形で広報するというのも１つの手でして、夏

休み、図書館関係はこういうイベントがありますということで、それぞれでは

なくて、まとめていただくのも１つの手かなと思いました。 

○山口委員長 ありがとうございました。 

○清水委員 今の吉川先生のお話を聞いて思ったのですけれども、先ほどまち

だライブ・ラリーの話を、学校に何校か図書館から持っていくというふうにお

っしゃってくださっていたのですけれども、そのときに、学校図書館を見に来
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ていただいたりとか、支援貸出だとか、図書館について何か意見を聞くとか、

夏休みの催しをこれ以外でも持っていくとか、そういう学校と地域の図書館員

さんたちとのやりとりがすごく大切だと思うのです。 

 今、山崎中学校で仕事をしているのですけれども、山崎にはブックトークを

してくださっているのです。そのときに、小学校のときに行っていた図書館の

人たちが来てくれたというふうな見方をしていて、子どもたちにとってはとて

も身近な方のようで、また、学校からも図書館に行ってスタンプをもらってお

いでとかという宿題が春休みに出ていたのですけれども、「ああ、あの人、ま

だいた」みたいな感じで子どもたちが喜んで帰ってくるので、そういう地道な

やりとりはすごく大切なのではないかと思います。もし学校に来ていただける

機会があるのでしたらば、欲張っていろいろと忙しがられてしまうことがある

かもしれませんけれども、いろいろと持ってきていただければうれしいと思い

ます。 

 私も、図書館だよりで市のこういったイベントだとか、そういうものをお知

らせしていますので、ぜひそういう情報をいただけるとありがたい、むしろお

願いしたいと思います。 

○山口委員長 今、山崎中学校の話が出ましたけれども、私も父兄の方にお話

を伺う機会があって、山崎の図書館が非常によくやってくれているというのは

父兄の方も理解されていらっしゃるのですね。ですので、小中とつながってサ

ービスをしているところもあるので、ぜひ職員が外に出ていくというのは、い

ろいろな意味で地域と結びつくということで効果があると思うのですね。 

 それでは、ちょっと長くなりましたけれども、報告事項を終わります。 

 あと、委員長報告とそこにありますが、私は生涯学習審議会に出ておりませ

んので、館長から先ほど報告があった次第です。 

 最後に、協議事項として、１、図書館評価についてとありますが、これにつ

いては図書館側から何かご報告されることはございますか。 

 お手元にある緑色の町田市図書館評価の冊子がありますので、この時間で全

部確認はできませんけれども、これを確認いただければと思います。 

 あと、２番目の次期子ども読書活動推進計画推進会議の委員選出について、

これは館長からでいいですか。 
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○近藤館長 先ほど委員の委嘱の話をいたしましたけれども、読書活動の推進

計画推進会議につきましては、今度の７月31日で任期が切れます。８月から新

しい委員の方をお願いする訳ですけれども、図書館協議会の代表ということで

１名出ていただいておりますので、ちょうど図書館協議会の委員も同じタイミ

ングで切りかわってしまってやりにくいとは思うのですけれども、１名推薦を

お願いしたいということで今日はお話だけさせていただいて、予定としては、

図書館協議会の委員と推進会議の委員の今回の新しい委嘱については、７月の

教育委員会にかけたいと思っております。 

○山口委員長 わかりました。では、この件につきましては、こちらで受け取

って、できるだけ速やかに推薦をしたいと思います。よろしいでしょうか。 

 最後に、その他ということですが、これについては前からお話をしている要

望書関係２つですね。時間も押していますので、簡単に確認と提言のスケジュ

ールということです。 

 １つは、齋藤委員から以前から指摘のありました保育園、幼稚園に対するさ

らなる支援強化についてということで、これは７月の協議会のときに、今期最

後になりますので、これは図書館に対する要望ということで館長宛てにお出し

できればと思っております。これのポイントについて、既に図書館である程度

取り組みが始まっているとは思うのですが、さらにこういう点をということで

齋藤委員から少しお話しいただければと思います。 

○齋藤委員 館長さんの方から、こういうことで要望にお応えしますというこ

とでお話があったのですけれども、具体的にどのような形ということで、私の

方からも現場としてお願いしたいことが何点かございます。 

 その中でぜひやっていただきたいことの１つに、子ども向けの図書館見学

会、それから教育者向けの見学会をぜひやっていただいて、図書館に足を踏み

入れるという第一歩からやっていただきたい。といいますのは、今年の研修会

の担当の園長先生に図書館で何かやっていただきたいこととか、そういうこと

がありますかということでお尋ねしたら、町田市に長いこと住んでいるけれど

も、中央図書館に足を踏み入れたことがない。そこから行かなきゃという園長

先生自体がそのようなご意見でしたので、ぜひ職員も、多分忙しい中、図書館

に足を踏み入れるということが少ない人数ではないかと思います。研修として
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ぜひ図書館を説明、小学校ではやっていらっしゃるということですので、それ

と同じようなプログラムで結構ですので、やっていただきたいと思います。 

 研修担当の先生がいらっしゃるので、そこに声をかけていただければと思い

ます。団体登録をしない限り、いろいろな呼びかけが難しいかと思います。個

人情報の厳しくなっていく中、まず、図書館と園が結ばないと、園からいろい

ろなものが発信できるというシステムをぜひ利用していただいて、保育園や幼

稚園では、今、マイ保育園とか、入園していない親御さんたちがたくさん集ま

る機会があります。そこのところにも情報を流していただくというのを、園で

取り次いでいただくということは不可能なことではないと思いますので、そこ

のところの２点、ぜひ実施していただきたいと思いますが、いかがでしょうか

と思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。今ご指摘いただいた点を中心として要

望書という形で文書にまとめていきたいと思いますので、次回まであと１カ月

ありますけれども、齋藤委員を中心に全委員で検討していければと思います。 

 では、この件についてはよろしいでしょうか。 

○齋藤委員 はい。 

○山口委員長 では、そういう形で進めていきたいと思います。 

 あと、もう１点は既にメールなどでご連絡は差し上げていますが、先ほどか

ら話題になっております公共施設再編計画の中で、図書館のあり方というのが

大分問われているというのが現状かと思うのですね。 

 ですので、そこにあわせまして、建物云々というよりは、図書館のサービス

の部分で、図書館協議会は図書館法によって意見を述べることができる訳です

ので、図書館サービスの今後のあり方について、要望という形で意見を具申し

たいということです。今のところ考えられることとしては、１つは、やはり運

営形態の問題で、これは昨年の総務大臣の発言にもあるように、現状の直営と

いうものを堅持した方がいいのではないかということ。 

 もう１点は、施設の再編という中で廃止というのも俎上に出そうな気配があ

る訳ですが、今、齋藤委員のお話にもあったように、図書館を使ったことがな

いという人が町田市域内に出てきてしまうこと自体、やはり身近に図書館がな

いからそうなる。でも、それは実は昭和20年代、30年代の話なのですよ。です
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から、それがまたもとへ戻るというのは、逆行してくるというのはおかしいの

ではないかと思います。 

 ですので、少なくとも既存の図書館サービスも何とか維持できないか。特に

地域の活動や学校教育にも寄与している。つまり、図書館というのは、貸出数

だけではないのだ、登録者数だけではないのだというところ、地域の活性化に

もつながっているし、実際に鶴川団地では地域との密着性が非常に強いです

ね。ですので、そういったところで既存のサービスを後退させないように何か

提案をしたい。そういうところを見て考えたいと思います。 

 はっきり言って町田市は、図書館は市全体をカバーするにはまだまだ足りな

いのです。日本図書館協会が考えている基準からいっても足りない。あと、先

ほどから出てきている学校支援も、近い、遠いで大分差が出ていますから、そ

れがさらに後退することがあっては、そもそも住む場所でサービスを受けられ

る状況が規定されてしまうというのも果たしていいものかなと思うのです。で

すので、そのようなところも含めて、現状のサービスをこれ以上後退させるこ

とのないようにというような形でまとめられればいいかと思っております。 

 これにつきまして、ご意見などがあれば、この場で簡単にお伺いしたいとは

思うのですけれども、いかがでしょうか。 

 文案、表現等については、これから検討をしていくということになると思う

ので、まず、私と清水副委員長で素案を考えて、あとは委員の皆さんにいろい

ろとそこに意見を入れていただくような形にすれば、手順としてはいいのかと

思うのです。これについては検討し、提出をしていくという方向で進めるとい

うことで、委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

 ちなみに、提出先は、図書館協議会は教育委員会の任命になりますので、教

育長、教育委員会に提出をするという形になると思います。以前も学校図書館

の指導員、学校司書について、２期前の協議会では提言書を出したことがあり

ます。これは図書館法に照らし合わせると出せる訳です。その方法で考えてお

いた方がいいと思います。 

 これについて、何かご意見がございましたら、この場でご発言いただきたい

と思います。 

○齋藤委員 つけ加えたいのですけれども、幼稚園、保育園が窓口になります
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と、お迎えのお年寄りの高齢者の方々も今はたくさん出入りしています。それ

から、障がい児教育もやっています。そういうところの機関とも連携がとれま

す。意外と今、幼児教育の現場はいろいろなネットワークを広げているところ

です。そこら辺のところをうまく図書館がつなげていただくといいかとも思い

ます。いろいろなところの場面が出てきます。 

○鈴木委員 今の齋藤委員の提案は、図書館も利用者が増えるし、幼稚園、保

育園に行っているそれぞれの家庭にもすごく利用者が増えて、いろいろな情報

が入る。これがうまく機能すると、全体として図書館の利用も上がり、今いろ

いろ問題になっている利用者が減ってきているから減らした方がいいのではな

いかという市の考えもね。だから、観点を変えれば、いかにして増やして、み

んなが利用しやすいものにするかということを一生懸命考えて、利用が増えて

みんなのための図書館というところが、高齢者向けにまでつがるというのは今

初めて提案でわかったのですけれども、とてもいいことなので、ぜひ力を入れ

ていただきたいと思います。 

○山口委員長 ほかにいかがですか。 

 そうすると、今の幼児教育関係の保育園、幼稚園支援の要望書の中では、ポ

イントとしては、例えば子ども向けと教育者向け、それぞれの見学会とか団体

登録関係、それとあわせて、そこを中心とした幅の広いネットワークに図書館

がうまくリンクしていくという形でまとめていけるといいですかね。 

○齋藤委員 障がい者の保護者の方も、子育てについては大変な悩みがありま

す。それについてのいろいろな本が出ています。それによって勇気づけられた

りとか、子育てをもう一歩前進させるとか、そういうことも聞いています。そ

ういうところの情報も広げていけるような感じがしますけれども。 

○山口委員長 そうすると、もう１点ポイントを増やして、例えば保育園、幼

稚園を情報のハブとして、子育てにかかわる情報を図書館から発信していく、

それを強化していくということですかね。 

○齋藤委員 はい。呼びかけるだけでは団体登録してくれないと思います。何

か工夫をしないと。 

○山口委員長 ちなみに、町田市内の公立、私立の運営形態に関係なく、保育

園、幼稚園を全部把握したような統計とか、また把握している部署というのは
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あるのでしょうか。いろいろな形の施設があるかと思いますが。 

○近藤館長 保育・幼稚園課というところがあるので、そこが一番情報は持っ

ていると思うのです。 

○齋藤委員 １つになったのですね。 

○近藤館長 そうです。 

○鈴木委員 園長会というのは、保育園と幼稚園は別々ですか。 

○齋藤委員 別々です。 

○鈴木委員 さっきおっしゃったマイ保育園というのが今いろいろなところ

に、まだ上がっていない親子が登録するのですね。そうすると、そこにも情報

が行くという。 

○齋藤委員 そうですね。その親子の方々が情報をすごく要望していると思い

ます。土日の使い方で、日曜日、いろいろな講座があれば、そこに参加すると

いうような情報も意外と知らないのです。 

○山口委員長 そういう意味では、保育園、幼稚園のネットワークというのは

大きいですね。今、町内会・自治会の加入率が60％を割ってきているでしょ

う。ですから、意外と地域でうまく情報が伝わっていないというところが多い

ですから、子育てというのは１つキーワードになっているというか、大きいで

すね。 

 図書館は、子どもの本だけではなくて、市民生活を支える情報も持っている

し、問題解決という観点からも利用できる訳です。そこにうまくつながってい

くと、図書館の利用自体が厚くなりますね。 

○齋藤委員 何しろ先生たちが１度は各施設に、図書館に足を運んでもらうと

いうのが一番力が入る。 

○山口委員長 保育園、幼稚園支援の要望については、３点を中心にというこ

とでまとめていきましょう。 

○齋藤委員 ぜひお願いいたします。 

○山口委員長 ２番目の要望書については、先ほど説明をしたとおりですの

で、余りいろいろ細かいデータをくっつけてというよりは、シンプルに伝わる

内容を考えたいと思うのですね。 

 あと、いろいろな考えの方がいらっしゃると思うので、どなたがお読みにな
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っても、うん、そのとおりだよねと言っていただけるような形にまとめられる

と一番いいのかと思います。図書館協議会ですので、図書館サービスというと

ころに限定をすることになりますけれども、やはりその部分についてしっかり

と、今までの町田市の図書館の流れの積み重ねを踏まえた上で、今後、100

年、200年続いてもらうのが図書館ですから、1000年でも、そこに向けて判断

を誤ってしまうといけない。こういうことについては、協議会からある程度申

し上げることができると思いますし、実際にやっている事例もありますので、

ここでまとめたいと思います。 

○鈴木委員 要望書には、なぜそれが必要かということも言っています。例え

ば直営ということを、直営がいいとただ書いても、直営を続けてくださいと書

いても、それがなぜかとか、館を減らすということがどういうことかというあ

たりを書いて。 

○山口委員長 そうですね。膨大にデータをつけてということは読んでいただ

けない可能性があるので、今、鈴木委員がおっしゃったように、なぜかという

端的なポイントはきちんと示していく必要があると思います。 

 実際にデータを出すと、切りはないのですけれども、指定管理の場合、導入

して最初の二、三年は延びるのだけれども、５年たってみるとぐうんと減るの

ですね。これはどこの自治体でも、そういう傾向が最近はっきりしてきている

というのがやはりまずいのではないか、見直しにつながっているところはあり

ますね。 

 あと、トップランナー方式の見送りの件で言えば、それが出たので、指定管

理を検討していた自治体で直営に戻すという判断も実際に出ています。ですか

ら、そういうところなどを積み重ねたときに、どうあるべきかというのは、お

のずから出てくると思うのです。ですから、そこはきちんと指摘をする意味が

あると思います。 

 ちなみに、この件などに関連しては、「図書館ニュース」の2017年１月上

旬・中旬号で、日本図書館協会の松岡要さんが論文で触れていらっしゃって、

政府の判断というのは重大な方針転換であると同時に、見送りの理由には図書

館の管理運営の基本的なことを挙げていて非常に重要であるというご指摘もあ

ります。ですので、そのようなところも踏まえて見ていきたいと思います。 
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 あと、公共施設再編計画そのものについては、既に広報にも出ております

し、市民意見募集のパンフレット、冊子は図書館でも配付していますか。重立

った公共施設に置いてあるので、それはそれで参考にしていただいて、個人ま

たは各団体などでお書きになられるかとは思いますけれども、協議会は協議会

として意見を出せるのではないかと私は考えています。 

○瀧委員 質問ですが、この２点の要望書をつくるというお話になっています

けれども、出された要望書がどこ宛てにこういうものが出されました、出しま

したというのは、図書館のホームページなり何なりに載っていくようなものな

のですか。議事録はもちろん載っていきますけれども、こういうものがこうい

うふうにこの後、世の中に広めることができるのかと思ったりしているので

す。 

○山口委員長 過去の要望書については、随分前ですか、第９期のときの冊子

になっているものは、地域資料のところに置いてあります。ただ、私などもか

かわった前の学校司書配置の要望書のときは、プリントで２枚ぐらいでしたの

で、それはたしかホームページにも出ていないですね。正直なところ、要望書

類というのは、協議会の議事録とあわせてアップしていただくのが一番いいか

と思います。実際に地域資料、図書館の資料としても保存されるべきものなの

で、ファイル資料の形でもいいので、閲覧できるようにしたいとは思っていま

す。 

○瀧委員 ちょっと気になっているのが、公共施設の再編計画が周りの人と話

をすると割と知らない人が多いのです。こういうことが計画されているよと

か、図書館などの話も出ているのだよというと、町田市の住民の方でも、え

っ、どこにそんなものが載っているのということを言われてしまうので、いろ

いろな形でそれが出ていかないと、それぞれの方の課題にならないと思ってい

るのです。ですから、協議会でも、こういうことを出したよというのをどうい

う形でも町田市の方たちに広める方法をとれないかということでお聞きしたの

です。 

○山口委員長 それこそ協議会というか、図書館だけではなくて、かなり幅が

広い問題なので、私の感想では広報の説明だけだとぴんと来にくいかなと思う

ので、できるだけいろいろなところで関心を持っていただく方がいいだろうと
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思います。 

 というのは、今、実際にこれからですか、地域説明会。 

○鈴木委員 24日が最初、成瀬であって、あと８カ所いろいろな地域で。 

○山口委員長 ありますね。つまり、地域説明会をやるということは、当局、

市側としては、それだけ重視している。だけれども、受け取る市民の側という

か、受け取るという言い方はおかしいですね。対等関係ですから、カウンター

パートナーとして議論する市民の側が全然理解していないと、これはそもそも

議論にならない訳ですよ。 

 ですので、そこはもう少し広報も必要だけれども、市民側もしっかり受けと

める姿勢を持っていないとだめだろうなとは思うのですね。ですから、期間は

短いようですが、できるだけ口コミも含めていろいろな形で先を考えましょ

う。これは私も大学の教員という立場で考えると、正直なところ、若い人ほど

知らない。これは彼らの将来の問題なのですよ。はっきり言って、私などが死

んでしまった後の話ですから。ですから、若い選挙権のある彼らがもっと自分

の問題として引き寄せられるかどうかというのはすごく大切なことなのです。 

 ですので、そこら辺、もう少しコミュニケーションをとれるような状況とい

うのが欲しいなと。図書館とかテーマ別でも結構ですけれども、全体として本

当はないといけないのだろうと思います。もう既にスケジュールができて、説

明会とかアンケートが始まっているようですから、今から新しいイベントをや

ってくれと言っても、市側はなかなかできないのだろうと思うのですけれど

も、逆にそういうところへの啓発などはぜひ一緒に考えましょうということは

皆さん、お伝えいただけるといいかと思います。それによって考えて、自分な

りの結果をそれぞれお持ちになればいい訳で、全く知らないうちに決まってし

まったというのは一番よくないと思います。 

○鈴木委員 市のホームページのトピックスの一番上に載っているのですけれ

ども、そういうところを見ようとする人が、提出する届出書はどうやってやる

のかなとか、そういうところは見ても、そういうところを見ていただくことが

なかなか難しいですし、いろいろなものがあるので、どう考えたらいいのか。

５ヵ年計画と何年計画というのと、それのつなぎとか、興味を持っていても、

どれが優位で、どういうふうにつながっていくのか見えないところもあるの
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で、余り関心のない方だと余計にわからなくて、広報に載っている程度だと、

いろいろ変わるとよくなるのかな、バラ色の設計図ではないけれども、そのよ

うな感じに書いてあったけれども、具体的に何がどうなるかはあれからは見え

ないですし、自分で調べていくということをしないとわからないというところ

があれですけれども、１人でも周りにいる方に、できるだけ皆さんの周りの人

にも言ってくださって、関心を持っていただくというのが一番ですね。 

 ただ、さっきおっしゃった要望書というのは、どこでどう。例えば町田の図

書館活動をすすめる会とかには、要望書を出した後は載せてもいいものです

か。それとも、そういうものはオープンにどこかでするということはどういう

感じになりますか。 

○山口委員長 要望書を出せば、それは当然オープンすべきものだろうと私は

思います。ですので、どのタイミングで出るかというのは先の予定だと思うの

ですけれども、出した後に公開をしてくるというのは本来原則でしてね。 

 あと、例えばこれは前に小金井市の図書館協議会がやっていましたけれど

も、あそこもいろいろ運営問題が出たときに、協議会が独自で市民フォーラム

をやって、場所を借りて、かつ発表、議論をして、しかもちゃんと冊子までつ

くった。メンバーもそうそうたるメンバーがいた協議会でしたけれども、そう

いうことも実際に図書館協議会はできるのですね。 

 ですので、今回はそこまでのことをする余裕はないけれども、要望書は最低

限ということで、それをどう公開していくかというのは、その先の問題として

今から考えていいと思います。 

○鈴木委員 図書館側は、外部評価などは今も載せてありますし、こちらの要

望書のところも、その中の要望と図書館がどのようにそこをやっていくかとい

うのも載っていますけれども、今回のように、これとは別途出す要望書につい

ては、ホームページに上げていく方向でしょうか。 

○近藤館長 ホームページもなかなか使い勝手が悪くて、今までは多分そうい

うことをやっていなかったと思うのですけれども、もちろん、こういう話し合

いの議事録は載せていますけれども、そこについては、そういうふうに出して

いいものかどうかというのも改めてしっかり考えたいと思います。基本は出す

べきかなと思いますけれども、そこは即答はちょっと……。 
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○鈴木委員 ぜひご検討ください。議事録というのは、誰が見てくださるのか

なといって、記録として残っていなければいけないからあれですけれども、そ

れを開いて、どういうことが書かれているかというのも、いつも出される議事

録案では、そこで何が討議されているか、討議内容のところはその他という感

じにもなっていたりして載っていないので、全部読まないと、このことについ

て、どの議事録に載っているかというのが見つけられないというところもあり

ますので、一般の人はなかなか、何十ページもあったら議事録を読んで見つけ

てくださるのは難しいでしょうから、ぜひよろしくお願いいたします。 

○山口委員長 町田市の図書館は、どちらかというと、情報公開が積極的です

ねと、ほかの自治体の方とか、研究者の方からも言われることがあります。で

すので、前から議事録も全文載せる。あれは事務方の負担が大きいかと思うの

ですが、それもやっている訳ですから、まず公開の方向性でやっていっていた

だいた方がいいかなとは思います。 

 ちなみに、ＰＤＦファイルはグーグル検索で中までヒットしますので、多分

検索をかければ全部見えていると思います。 

 それでは、あともう少しで時間になりますので、要望書に関しては以上とい

うことで、あとは協議会委員の間でご相談ということで進めていきたいと思い

ます。 

 あと、何かそのほかにあれば。 

○砂川委員 ６月30日に子ども読書活動推進計画推進会議があるのですが、図

書館協議会からのご意見とか質問とか、もしありましたら持っていきたいと思

うのですが。 

○山口委員長 これは要望書として７月のときに出す予定ではあるけれども、

やはり保育園、幼稚園の方が子ども読書活動推進計画推進会議にいらっしゃい

ますね。ですので、そういう方向ということは、むしろ話題にしていただいた

らいいのではないかと思うのです。その必要性、広がりを少しでも多くの、特

に委員をなさって、多分６月30日の委員さんは今期で終わる委員さんになるの

かな。 

○砂川委員 そうですね。 

○山口委員長 そうすれば、そこで聞いてまた次の期のときに話題が少しでも
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広がっていく可能性はあるかと思うのですね。 

○鈴木委員 せっかくの読書推進の会議なので、横のつながりというか、情報

交換やら、それをさらに進めて、前回、１つの地域の保育園や何かのおはなし

会とか、そういうものがダブったりしないようにということをお願いしたら、

早速鶴川の方では、そういうことも園長先生が考えてくださったりしましたの

で、ほかの地域でもそういうことが検討されたり、保育園、幼稚園のことと図

書館のこととか、いろいろなことが、ただ報告ではなく、つながっていくこと

を期待いたします。 

○砂川委員 前回も保育園の園長先生が取り上げてくださって、持ち帰ってく

ださって、皆さんにお知らせくださったので、また保育園園長の方にお伝えし

ます。 

○山口委員長 それでは、時間になりましたので、以上でよろしいでしょう

か。 

 では、本日の定例会は以上でございます。 

―了― 


